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平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
七
日
、
財
団
法
人
生
長
の
家
社
会

事
業
団
は
、
日
本
教
文
社
発
行
の
「
初
版
皮
表
紙
『
生
命
の
實

相
』
復
刻
版
」（
定
価
一
万
円
）の
著
作
権
侵
害
に
関
し
て
、
株

式
会
社
日
本
教
文
社
を
相
手
取
り
、
東
京
地
方
裁
判
所
に
提
訴

い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
は
、
単
に
個
別
の
突
発
的
な
問
題
で
は
な
く
、
ま

た
「
生
長
の
家
社
会
事
業
団
」
と
日
本
教
文
社
の
内
輪
も
め
な

ど
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昭
和
五
十
八
年
の
生
政
連
解
体
、
平
成
四
年
の
谷
口
雅
春
先

生
の
聖
典
三
十
四
点
の
絶
版（
重
版
留
保
）措
置
、
平
成
十
三
年

の
蔡
焜
燦
著
『
台
湾
人
と
日
本
精
神
』
の
突
然
の
絶
版
、
平
成

十
四
年
独
立
の
宮
澤
潔
氏
へ
の
懲
戒
解
職（
そ
の
後
、
最
高
裁

で
無
効
確
定
）、
そ
の
後
の
谷
口
貴
康
氏
の
退
職
、
生
長
の
家

社
会
事
業
団
に
よ
る
『
生
命
の
實
相
』
頭
注
版
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

要
請
に
対
す
る
日
本
教
文
社
の
拒
絶
、
光
明
思
想
社
発
行
『
古

事
記
と
日
本
国
の
世
界
的
使
命―

甦
る
『
生
命
の
實
相
』
神
道

篇
』に
異
議
を
唱
え
る
宗
教
法
人「
生
長
の
家
」の
声
明
文
等
々

の
一
連
の
動
き
と
連
動
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ

れ
ら
す
べ
て
の
背
後
に
は
特
定
の
教
団
指
導
者
の
意
志
が
働
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
回
、
本
裁
判
に
対
す
る
声
明
文
を
財
団
法
人
生
長
の
家
社

会
事
業
団
が
発
表
し
ま
し
た
。
本
誌
と
し
て
も
、
事
の
重
大
性

に
鑑
み
、
許
可
を
得
て
そ
の
全
文
を
転
載
し
、
ま
た
本
裁
判
の

訴
状
の
要
約
と
そ
の
解
説
を
掲
載
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

　

本
誌
と
し
ま
し
て
も
、
今
後
こ
の
裁
判
を
注
視
し
て
い
き
た

生
長
の
家
社
会
事
業
団
が
日
本
教
文
社
を
提
訴
！

『
生
命
の
實
相
』
を
守
る
戦
い
と

財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団
の
新
た
な
運
動

okamura
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い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
今
後
、
生
長
の
家
社
会
事
業
団
は
そ
の

設
立
時
の
谷
口
雅
春
先
生
の
お
志
を
実
現
す
べ
く
、
新
た
な
決

意
と
具
体
的
な
運
動
方
針
を
も
っ
て
臨
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

本
誌
と
し
て
も
全
力
で
生
長
の
家
社
会
事
業
団
を
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

尚
、
生
長
の
家
社
会
事
業
団
が
今
次
の
訴
訟
へ
の
理
解
と
今

後
の
事
業
団
活
動
の
た
め
寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
読

者
の
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
寄
付
振
込
み
口
座
は

末
尾
に
記
載
し
て
い
ま
す
。 （
出
版
部
）

　

財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団
声
明
文

　

財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団
は
、
生
長
の
家
創
始
者
谷

口
雅
春
先
生
が
、
大
東
亜
戦
争
後
の
日
本
と
世
界
の
惨
状
を
憂

い
、
祖
国
再
建
の
一
大
運
動
と
世
界
救
済
の
悲
願
を
達
成
す
べ

く
『
生
命
の
實
相
』
の
著
作
権
及
び
御
私
財
を
寄
贈
さ
れ
。
昭

和
二
十
一
年
一
月
八
日
、
主
務
官
庁
の
設
立
許
可
を
受
け
創
立

さ
れ
た
公
益
法
人
で
あ
り
ま
す
。

　

終
戦
後
の
占
領
下
で
、
谷
口
雅
春
先
生
が
公
職
追
放
を
受
け

ら
れ
、
そ
の
活
動
は
一
頓
挫
の
や
む
な
き
に
至
り
ま
し
た
が
、

社
会
に
貢
献
す
る
公
益
事
業
と
し
て
福
祉
分
野
に
お
い
て
社
会

的
養
護
を
必
要
と
す
る
児
童
の
養
育
と
そ
の
家
族
を
支
援
す
る

「
児
童
養
護
施
設　

生
長
の
家
神
の
国
寮
」
の
経
営
は
六
十
有

余
年
の
実
績
を
積
み
上
げ
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
共
に
、『
生
命
の
實
相
』
や
聖
経
『
甘
露
の
法
雨
』

等
の
各
国
語
へ
の
翻
訳
事
業
の
助
成
、
宗
教
的
情
操
教
育
の
普

及
、育
英
事
業
等
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

さ
ら
に
児
童
青
少
年
の
健
全
育
成
事
業
、
文
化
振
興
事
業
、
生

命
の
教
育
に
よ
る
国
民
心
身
健
全
発
達
事
業
等
、
幅
広
い
分
野

で
の
社
会
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団
が
著
作
権
を
所
有
す
る

『
生
命
の
實
相
』
等
の
出
版
事
業
は
、
関
係
団
体
で
あ
る
株
式

会
社
日
本
教
文
社
と
出
版
契
約
を
締
結
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

特
に
、『
生
命
の
實
相
』
は
、
谷
口
雅
春
先
生
が
「
聲
字
即

實
相
の
神
示
」
に
よ
っ
て
「
吾
が
第
一
の
神
殿
は
既
に
成
れ
り
。

名
付
け
て
『
生
命
の
實
相
』
と
云
ふ
。」
と
示
さ
れ
た
生
長
の

家
の
根
本
聖
典
で
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々

に
拝
読
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
の
思
い
か
ら
、
読
み
易
く

今
次
提
訴
の
経
緯
と
新
た
な
「
生
長
の
家
社
会

事
業
団
」
運
動
の
創
出
に
向
け
て
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リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
を
株
式
会
社
日
本
教
文
社
に
再
三
に

わ
た
っ
て
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
株
式

会
社
日
本
教
文
社
の
内
部
事
情
の
み
の
理
由
で
、
今
日
ま
で
実

行
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
根
本
聖
典
た
る
『
生
命
の
實
相
』
に
対
す
る
無

視
・
軽
視
は
、
相
次
ぐ
谷
口
雅
春
先
生
の
御
著
書
の
出
版
停
止

（
事
実
上
の
絶
版
措
置
）と
同
質
の
問
題
で
あ
り
、
本
来
谷
口
雅

春
先
生
の
御
著
書
を
出
版
す
る
こ
と
を
第
一
義
に
設
立
さ
れ
た

株
式
会
社
日
本
教
文
社
の
存
在
意
義
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
致

命
的
な
暴
挙
で
あ
り
ま
す
。

 　

こ
う
し
た
谷
口
雅
春
先
生
の
御
心
を
ま
っ
た
く
顧
み
な
い

状
況
が
続
く
中
、
こ
れ
ま
で
の
出
版
契
約
当
事
者
と
し
て
の
信

義
誠
実
な
関
係
を
完
全
に
裏
切
る
、
株
式
会
社
日
本
教
文
社
に

よ
る
当
法
人
に
対
す
る
権
利
侵
害
が
発
覚
し
ま
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
昭
和
五
十
七
年
五
月
一
日
を
初
版
発
行
日
と

し
て
発
刊
さ
れ
た「
初
版
皮
表
紙『
生
命
の
實
相
』復
刻
版
」（
定

価
一
万
円
）は
版
を
重
ね
て
お
り
ま
し
た
が
、
突
然
何
の
通
知

も
な
い
ま
ま
勝
手
に
著
作
権
者
名
の
改
変
、
生
長
の
家
社
会

事
業
団
理
事
長
「
検
印
」
の
消
去
、
印
税
の
不
払
い
な
ど
の

看
過
で
き
な
い
内
容
の
不
法
行
為
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で

す
。

　

こ
の
件
に
つ
き
発
覚
後
直
ち
に
、
株
式
会
社
日
本
教
文
社
に

対
し
て
強
く
是
正
を
求
め
ま
し
た
が
、
誠
意
あ
る
対
応
の
な
い

ま
ま
、「
初
版
皮
表
紙
『
生
命
の
實
相
』
復
刻
版
」
の
著
作
権

は
昭
和
六
十
三
年
以
降
財
団
法
人
「
生
長
の
家
社
会
事
業
団
」

に
は
存
在
し
な
い
と
の
、
著
作
権
法
上
あ
り
得
な
い
珍
妙
な
る

理
屈
を
強
弁
し
、
正
当
な
著
作
権
者
で
あ
る
財
団
法
人
生
長
の

家
社
会
事
業
団
の
要
求
を
無
視
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
と
こ
こ
に
至
り
、
谷
口
雅
春
先
生
の
御
心
を
踏
み
に
じ
っ

て
憚
ら
ず
、
甚
だ
し
く
信
頼
関
係
を
損
な
う
行
為
を
重
ね
て
き

た
株
式
会
社
日
本
教
文
社
に
対
し
、
已
む
に
已
ま
れ
ぬ
思
い
で

法
的
手
段
に
訴
え
る
決
断
を
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

（
左
記
「
訴
状
」
と
「
解
説
」
参
照
）

　

願
わ
く
ば
、
本
来
の
「
谷
口
雅
春
先
生
の
御
著
書
を
大
切
に

出
版
し
続
け
る
」
使
命
を
果
た
す
株
式
会
社
日
本
教
文
社
の
甦

ら
ん
こ
と
を
祈
る
の
み
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
異
常
事
態
を
迎
え
、
財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事

業
団
は
、
新
た
な
飛
躍
を
遂
げ
る
と
き
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
以
下
の
視
点
を
今
後
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
、
具
体

的
な
公
益
事
業
を
推
進
す
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。

１
．
谷
口
雅
春
先
生
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
大
切
な『
生
命
の
實
相
』

等
を
広
く
社
会
の
各
界
各
層
の
人
々
に
拝
読
し
て
い
た
だ
く
た



41

め
の
企
画
・
出
版
を
行
い
、
す
べ
て
の
人
々
に
光
明
思
想
を
普

及
し
て
い
く
公
益
事
業
を
展
開
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、〝
す
べ
て
の
年
齢
層
に
わ
た
る
豊
か
な
人
間

性
を
涵
養
す
る
事
業
〞
や
〝
青
少
年
の
健
全
育
成
事
業
〞
を
展

開
し
て
『
生
命
の
實
相
』
に
説
か
れ
た
正
し
き
人
生
観
と
正
し

き
生
活
法
と
正
し
き
教
育
法
を
広
め
る
た
め
の
「
セ
ミ
ナ
ー
」

「
講
演
会
」「
合
宿
教
室
」
等
を
開
催
す
る
。

２
．
谷
口
雅
春
先
生
が
『
生
長
の
家
』
誌
昭
和
二
十
年
十
一
月

号
に
掲
載
さ
れ
た
「
生
長
の
家
社
会
事
業
団
の
構
想
」
の
精
神

を
「
今
」
の
時
代
に
生
か
す
公
益
事
業
を
展
開
す
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
公
益
法
人
改
革
に

合
致
し
、
今
日
の
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
〝
新
し
い
時
代

の
生
長
の
家
社
会
事
業
団
〞
の
新
規
事
業
と
し
て
、〝
学
術
や

文
化
を
振
興
さ
せ
る
事
業
〞、〝
国
民
の
心
身
の
健
全
な
発
達

に
寄
与
す
る
事
業
〞
な
ど
を
展
開
す
る
。
具
体
的
に
は
、
日

本
の
歴
史
・
文
化
・
伝
統
を
学
び
、
社
会
に
発
信
す
る
「
歴

史
体
験
合
宿
」「
美
し
い
日
本
を
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
」、
自

然
と
の
共
生
を
め
ざ
す
「
自
然
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
を
開

催
す
る
。

３
．
右
二
項
を
実
現
し
、
谷
口
雅
春
先
生
の
お
志
と
『
生
命
の

實
相
』
哲
学
を
広
く
普
及
す
る
た
め
に
、
生
長
の
家
社
会
事
業

団
を
支
援
協
力
し
て
い
た
だ
く
方
々
に
よ
る
奉
讃
会（
仮
称
）を

新
た
に
結
成
す
る
。（
詳
細
は
後
日
発
表
）

　

谷
口
雅
春
先
生
の
み
教
え
が
衰
退
し
、
政
治
も
経
済
も
混
迷

し
て
い
る
今
日
、
人
々
の
心
も
国
内
状
況
、
世
界
状
況
も
羅
針

盤
を
無
く
し
て
漂
流
す
る
船
の
如
き
状
態
で
す
。
こ
の
よ
う
な

危
機
的
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
人
類
の
指
針
と
し
て
の
『
生

命
の
實
相
』
の
唯
神
実
相
哲
学
が
最
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と

確
信
し
ま
す
。

　

財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団
は
、
上
記
に
掲
げ
た
新
た

な
公
益
事
業
を
展
開
し
、
支
援
協
力
の
奉
讃
会
員
に
よ
る
大
組

織
へ
と
変
貌
し
、
今
後
も
一
貫
し
て
谷
口
雅
春
先
生
の
説
か
れ

た
『
生
命
の
實
相
』
を
し
っ
か
り
と
護
持
し
、
創
始
者
谷
口
雅

春
先
生
の
御
心
を
実
現
す
る
公
益
法
人
と
し
て
着
実
に
邁
進
い

た
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
今
次
の
訴
訟
へ
の
ご
理
解
と
各
種
事
業
へ

の
ご
支
援
、
奉
讃
会
員
へ
の
ご
参
加
を
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

　

尚
、
募
金
等
で
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
れ
ば
心
強
き
限
り
で

す
。
よ
ろ
し
く
ご
助
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。
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訴　

状　
（
要
約
）

                                          

平
成
二
一
年
二
月
二
七
日

東
京
地
方
裁
判
所　

御
中

         

原　
　

告  
財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団

         

被　
　

告　

株
式
会
社
日
本
教
文
社

著
作
権
侵
害
賠
償
等
請
求
事
件

第
１　

請
求
の
趣
旨

　

１　
（
未
払
印
税
の
支
払
い
請
求
）

　

２　
（
謝
罪
広
告
の
掲
載
請
求
）

第
２　

請
求
の
原
因

（
当
事
者
）

　

原
告
は
、
宗
教
法
人
「
生
長
の
家
」
の
創
始
者
で
あ
る
亡
谷

口
雅
春
氏
に
よ
っ
て
著
作
さ
れ
た
同
人
の
代
表
的
著
作
物
で
あ

る
「
生
命
の
實
相
」
を
始
め
と
し
て
、
そ
の
主
要
著
作
の
著
作

権
を
寄
附
行
為
と
し
て
財
団
の
基
本
資
産
を
組
成
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

（
本
件
書
籍
の
出
版
）

　

別
紙
書
籍
目
録
記
載
の
書
籍（
以
下
、「
本
件
書
籍
」）は
、
原

告
と
被
告
間
の
「
著
作
権
使
用（
出
版
）契
約
書
」
に
基
づ
き
昭

和
五
十
七
年
五
月
一
日
に
「
生
命
の
實
相
」
発
刊
五
十
年
記
念

出
版
と
し
て
初
版
千
部
が
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
売
上
げ
が

好
調
だ
っ
た
た
め
版
を
重
ね
た
。
本
件
書
籍
の
初
版
本
の
奥
付

に
は
、
著
作
権
者
で
あ
る
原
告
の
理
事
長
印
が
検
印
と
し
て
押

捺
さ
れ
て
い
る
。

（
被
告
に
よ
る
著
作
権
者
不
当
表
示
及
び
違
法
行
為
発
覚
）

　

と
こ
ろ
が
、
平
成
十
二
年
五
月
一
日
を
発
行
日
と
す
る
本
件

書
籍
の
一
八
版
に
お
い
て
は
、
奥
付
け
の
著
作
権
者
の
「
検
印

省
略
」
と
記
載
さ
れ
、
真
実
と
異
な
る
表
示
に
、
原
告
の
預
か

り
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
平
成
20
年

10
月
に
な
っ
て
原
告
は
気
が
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。

（
原
告
か
ら
の
照
会
と
被
告
か
ら
の
不
当
な
回
答
）

　

平
成
二
十
年
十
月
二
十
七
日
に
、
原
告
か
ら
被
告
に
対
し
て

上
記
の
事
実
に
関
し
、
本
件
書
籍
の
著
作
権
者
と
し
て
理
由
や

経
緯
等
を
具
体
的
に
問
い
質
し
た
。

　

被
告
は
、
同
年
十
一
月
四
日
付
「
通
知
書
」
で
、「
当
時
の

担
当
者
の
多
く
が
既
に
退
職
し
た
り
、
亡
く
な
っ
た
り
し
て
い

る
ほ
か
、
資
料
の
所
在
を
確
認
す
る
だ
け
で
も
か
な
り
の
時
間

を
要
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。」
と
回
答
の
延
期
を
通
知

し
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
平
成
二
十
一
年
一
月
十
三
日
付
「
回
答

書
」
に
お
い
て
被
告
は
、「「
生
命
の
實
相
」
に
関
す
る
貴
事

業
団
の
著
作
権
は
、
昭
和
六
十
三
年
三
月
二
十
二
日
付
確
認
書
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に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
通
り
、「
生
命
の
實
相
」
の
頭
注

版
と
愛
蔵
版
に
限
定
さ
れ
て
お
り
「
初
版
革
表
紙　

生
命
の
實

相　

復
刻
版
」
の
著
作
権
は
貴
事
業
団
に
帰
属
し
て
お
り
ま
せ

ん
。」
と
い
う
、
何
ら
の
理
由
に
も
根
拠
に
も
な
ら
な
い
不
当

な
返
答
を
原
告
に
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
告
は
本
件
書
籍
の
出
版
契
約
に
つ

い
て
解
除
を
す
る
旨
を
、
被
告
に
対
し
て
通
知
し
た
。

　

被
告
は
、
原
告
が
求
め
て
い
た
照
会
、
す
な
わ
ち
昭
和

五
十
七
年
五
月
に
本
件
書
籍
を
出
版
し
て
以
来
ど
う
い
う
理
由

で
、
い
つ
か
ら
「
検
印
省
略
」
と
著
作
権
者
表
示
の
記
載
を
変

え
た
の
か
、
そ
の
際
に
原
告
へ
何
ら
か
の
通
知
や
説
明
を
行
っ

た
か
の
有
無
・
内
容
・
理
由
等
に
つ
い
て
、
原
告
に
対
し
て
何

ら
の
回
答
も
し
て
い
な
い
。
以
上
の
事
実
経
過
か
ら
し
て
、
原

告
が
故
意
に
よ
っ
て
上
記
に
記
載
し
た
著
作
権
者
の
不
当
表
示

を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。

（
本
件
請
求
）

　

よ
っ
て
原
告
は
、
本
件
書
籍
の
著
作
権
者
と
し
て
、
著
作
権

及
び
出
版
契
約
に
基
づ
き
、
被
告
に
対
し
て
本
件
書
籍
の
未
払

印
税
を
原
告
に
対
し
て
支
払
う
こ
と
を
求
め
る
と
と
も
に
、
違

法
・
不
当
な
著
作
権
者
表
示
に
よ
り
毀
損
さ
れ
た
原
告
の
名
誉

等
侵
害
に
対
し
て
民
法
七
〇
九
条
及
び
同
七
二
三
条
に
基
づ

き
、
被
告
に
対
し
て
謝
罪
広
告
の
掲
載
を
求
め
、
こ
れ
ら
の
請

求
に
必
要
な
弁
護
士
費
用
の
支
払
と
と
も
に
請
求
の
趣
旨
ど
お

り
の
支
払
等
に
よ
る
救
済
を
求
め
る
た
め
に
本
件
請
求
を
提
起

し
た
次
第
で
あ
る
。

（
別
紙
）　

書　

籍　

目　

録

　
「
初
版
革
表
紙　

生
命
の
實
相　

復
刻
版
」（
谷
口
雅
春
著
、

初
版
発
行
昭
和
五
七
年
五
月
一
日
）、
定
価
一
万
円
、
書
籍
本

体
大
き
さ
縦
約
一
五
㎝
、
横
約
一
一
㎝
、
厚
さ
約
四
㎝

（
別
紙
）  

謝　

罪　

広　

告　

目　

録

　
　
　
　
　

謝　

罪　

広　

告

　

当
社
が
出
版
致
し
ま
し
た
、｢

初
版
革
表
紙 

生
命
の
實
相 

復
刻
版｣

（
谷
口
雅
春
著
）一
八
版
及
び
同
一
九
版
に
お
き
ま

し
て
、
真
実
と
反
し
た
著
作
権
者
の
表
示
を
し
た
こ
と
を
認

め
、
著
作
権
者
で
あ
る
財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団
に

多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

平
成　

年　

月　

日　
　

         
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
日
本
教
文
社

財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団
殿
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解 

説

　

大
東
亜
戦
争
終
結
後
、復
刊
第
一
号
の
『
生
長
の
家
』
誌（
昭

和
二
十
年
十
一
月
号
）に
お
い
て
、
谷
口
雅
春
先
生
は
、
十
項

目
に
わ
た
る
生
長
の
家
社
会
事
業
団
設
立
の
大
構
想
を
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
日
本
復
興
へ
の
一
大
構
想
で
あ
る
と

と
も
に
、
人
類
光
明
化
運
動
の
新
た
な
方
向
を
示
さ
れ
た
と
こ

ろ
の
戦
後
「
生
長
の
家
」
の
発
進
宣
言
と
も
呼
ば
れ
る
べ
き
内

容
で
あ
っ
た
。」（『
大
和
の
国
日
本
』
二
四
八
頁
）と
い
わ
れ
ま

す
。

   

そ
し
て
、
昭
和
二
十
一
年
一
月
八
日
、
財
団
法
人
生
長
の

家
社
会
事
業
団
の
設
立
が
主
務
官
庁
か
ら
許
可
さ
れ
る
と
同

時
に
、
谷
口
雅
春
先
生
は
、『
生
命
の
實
相
』
及
び
『
聖
経
甘

露
の
法
雨
』
そ
の
他
の
主
要
ご
著
作
の
著
作
権
を
、
同
財
団

の
永
続
的
基
本
資
産
と
し
て
寄
附
行
為
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま

す
。

　

同
財
団
法
人
で
は
、
過
去
六
十
年
余
に
わ
た
り
、
児
童
養
護

施
設
「
生
長
の
家
神
の
国
寮
」
を
運
営
し
て
多
く
の
児
童
を
救

護
し
育
成
す
る
と
と
も
に
、
世
界
各
国
に
お
け
る
聖
典
の
翻
訳

出
版
や
公
益
活
動
の
助
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

社
会
事
業
の
基
盤
と
な
っ
て
き
た
の
が
、『
生
命
の
實
相
』
等

の
著
作
権
で
し
た
。

  

な
お
、
谷
口
雅
春
先
生
が
『
生
命
の
實
相
』
の
著
作
権
を
同

財
団
の
基
本
資
産
と
し
て
寄
附
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
主

務
官
庁
許
可
の
寄
附
行
為（
財
団
法
人
の
根
本
規
範
）に
明
記
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
谷
口
雅
春
先
生
に
よ
る
「
証
明
書
」、
並
び

に
著
作
権
法
に
基
づ
く
公
文
書
で
あ
る
「
著
作
権
登
録
原
簿
」

へ
の
登
録
が
あ
り
、
ま
た
、
昭
和
四
十
九
年
一
月
三
十
一
日
付

で
、
財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団
と
株
式
会
社
日
本
教
文

社
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
「
著
作
権
使
用（
出
版
）契
約
書
」
に

お
い
て
も
、『
生
命
の
實
相
』
全
巻（
各
種
各
版
）が
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
七
年
五
月
、『
生
命
の
實
相
』
発
刊
五
十
周
年
を

記
念
し
て
、「
初
版
革
表
紙　

生
命
の
實
相　

復
刻
版
」
が
発

刊
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
奥
付
に
は
、
著
作
権
者
と
し
て
、
財
団

法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団
理
事
長
の
「
検
印
」
が
あ
り
、
印

税（
著
作
権
使
用
料
）も
同
財
団
に
支
払
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

  
と
こ
ろ
が
、
谷
口
雅
春
先
生
の
ご
昇
天
後
、
い
つ
の
時
点
か

は
不
明
で
す
が
、
著
作
権
者
で
あ
る
財
団
法
人
生
長
の
家
社
会

事
業
団
へ
の
何
ら
の
通
知
や
説
明
が
行
わ
れ
た
形
跡
も
な
く
、
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重
版
の
途
中
で
、
こ
の
奥
付
の
同
財
団
理
事
長
の
検
印
が
省
略

さ
れ
、
真
実
と
異
な
る
著
作
権
者
表
示
に
改か

い

竄ざ
ん

さ
れ
、
同
財
団

に
は
重
版
通
知
も
行
わ
れ
ず
、
印
税
も
支
払
わ
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

そ
も
そ
も
、
著
作
権
者
に
無
断
で
出
版
す
る
行
為
は
、
著
作

権
法
に
定
め
る
著
作
権
侵
害
に
あ
た
り
、
刑
事
上
は
、
そ
の
行

為
を
命
じ
た
者
や
実
行
行
為
者
は
、
十
年
以
下
の
懲
役
等
が
課

さ
れ
る
重
罪（
第
百
十
九
条
第
一
項
）で
す
。
同
法
で
は
、
著
作

権
を
侵
害
し
て
い
る
出
版
物
と
知
っ
て
、
頒
布
し
若も

し
く
は
そ

の
目
的
で
所
持
し
て
い
る
だ
け
で
著
作
権
侵
害
と
み
な
さ
れ
ま

す（
第
百
十
三
条
第
一
項
第
二
号
）。

　

ま
た
、
法
人
の
代
表
者
又
は
従
業
者
が
こ
れ
ら
の
侵
害
行
為

を
行
っ
た
場
合
、
法
人
も
両
罰
規
定
に
よ
り
処
罰（
三
億
円
以

下
の
罰
金
）さ
れ
ま
す（
第
百
二
十
四
条
）。
も
ち
ろ
ん
、
民
事

上
の
賠
償
責
任
及
び
名
誉
回
復
等
の
措
置
を
行
う
法
的
責
任
も

生
じ
ま
す
。

　

日
本
教
文
社
は
、
確
認
書
な
る
も
の
で
同
財
団
に
は
著
作
権

が
帰
属
し
な
く
な
っ
た
と
強
弁
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
言
語

道
断
の
曲
解
で
す
。『
生
命
の
實
相
』
の
著
作
権
は
、
同
財
団

法
人
の
基
本
資
産
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
処
分
・
放
棄
す
る
こ
と

は
、
法
令
及
び
寄
附
行
為
に
よ
り
、
理
事
会
の
正
式
決
議
と
主

務
官
庁
の
許
可
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
決
議
も
官
庁
の
許

可
も
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

神
示
に
は
、『
生
命
の
實
相
』
こ
そ
、
大
神
の
神
殿
で
あ
る

こ
と
が
厳
粛
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
谷
口
雅

春
先
生
か
ら
永
続
的
に
財
団
の
基
本
資
産
と
定
め
れ
た
『
生
命

の
實
相
』
の
著
作
権
を
無
視
し
、
侵
害
す
る
行
為
は
、
尊
師
の

尊
い
御
心
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
訴
訟
は
、
谷
口
雅
春
先
生
の
「
吾
等
は
時
局

に
鑑か

ん
が

み
、
生
長
の
家
社
会
事
業
団
を
設
立
し
日
本
未
曾
有
の

難
局
を
乗
切
り
」
と
の
ご
宣
言
の
願
い
に
回
帰
し
、
生
長
の
家

大
神
の
ご
神
殿
た
る
『
生
命
の
實
相
』
を
守
護
す
る
た
た
か
い

で
あ
り
ま
す
。

  

今
こ
そ
、
同
志
諸
賢
の
絶
大
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団
」
へ
の
寄
付
金
振
込
先

　
　

郵
便
振
替
番
号　

０
０
１
４
０―

１―

６
５
７
６
５
７

　
　
　
　
　
（
通
信
欄
に
「
寄
付
金
」
と
ご
記
載
く
だ
さ
い
）

　
　

銀
行
口
座
番
号　

三
井
住
友
銀
行 

国
立
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　

普
通
預
金
口
座　

０
９
２
１
５
４
４ 
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